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明日の木祖村のために明日の木祖村のために
「村会議員」「村会議員」になろう!!になろう!!
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い

年
の
は
じ
ま
り
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
道
し
る
べ
（
考

え
、
決
意
、
目
標
）
を
こ
こ
に
立
て
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
ま
た
議
員
一
丸
と
な
り
、
本
年
も
木

祖
村
発
展
に
向
け
て
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
は
記
録
的
な
猛
暑
と
集
中
豪
雨
・
台
風
な

ど
、
大
き
な
災
害
が
多
発
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
平
成
31
年
は
「
木
祖
村
生
誕
１
３
０
周
年
」
の

節
目
の
年
で
あ
り
、
４
月
に
は
村
議
会
議
員
の
改
選
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
議
員
の
任
期
は
3
期
を
目
途
に
後
進
へ
譲
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
多
選
・
マ
ン
ネ
リ

に
よ
る
組
織
の
停
滞
・
議
会
へ
の
不
信
感
な
ど
を
防
止

す
る
た
め
に
も
、
議
員
の
引
き
際
は
清
く
あ
る
べ
き
と

思
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
４
月
の
改
選
で
は
村
政
に
意
欲
・
関
心
の

あ
る
方
、
見
識
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
方
、
行
政

と
対
等
に
議
論
で
き
る
方
、
ヤ
ン
グ
マ
マ
さ
ん
な
ど
、

多
数
の
方
々
が
立
候
補
し
て
議
会
の
更
な
る
発
展
に
お

力
添
え
を
賜
り
た
く
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
31
年

議
員
の
道
し
る
べ

古
畑
節
行

古
畑
節
行  

議議  

員員

　

人
口
の
減
少
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

4
人
に
1
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
現
実

を
直
視
し
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元

気
に
暮
ら
せ
る
村
。
若
い
人
が
定
着
で

き
る
仕
事
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

青
木　

功

青
木　

功  

議議  

員員

　

人
口
が
減
少
し
、
尚
か
つ
高
齢
化
が

進
ん
で
も
、
輝
き
、
笑
顔
溢
れ
る
木
祖

村
で
あ
る
た
め
に
は
地
域
の
活
性
が
一

番
と
考
え
ま
す
。
今
年
も
地
域
活
性
を

目
標
に
が
ん
ば
っ
て
行
き
ま
す
。

唐
澤
重
明

唐
澤
重
明  

議議  

員員

　

世
の
中
「
平
成
最
後
の
」
と
い
う
言

葉
が
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
今
か
ら
新
し

い
時
代
の
始
ま
り
を
意
識
し
て
仕
事
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
に

は
、
期
待
も
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
良

い
時
代
に
な
る
よ
う
に
み
ん
な
で
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

栗
屋
正
一

栗
屋
正
一  

議議  

員員

田
上
芳
朗

田
上
芳
朗  

議議  

員員

　

「
日
々
精
進
」。
議
員
と
し
て
、

日
々
勉
強
し
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め

て
い
き
ま
す
。

　

「
地
方
創
生
」。
木
曽
郡
唯
一
消
滅

し
な
い
都
市
〝
木
祖
村 

〞
に
希
望
を

持
ち
、
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
か
ら
元
号
が
変
わ
る
新
年
、
国

も
村
も
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

「
道
し
る
べ
」
の
取
材
で
出
会
っ
た
多

く
の
若
者
の
が
ん
ば
る
姿
を
大
変
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
村
の
皆
さ
ん
と
共
に

元
気
な
木
祖
村
づ
く
り
に
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

丸
山
徹
三

丸
山
徹
三  

議議  

員員

　

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
日
々
生
活
は

変
わ
ら
ず
続
い
て
い
き
ま
す
。
行
政
と

村
民
の
皆
様
、
議
会
が
共
働
の
精
神
を

持
っ
て
、
村
づ
く
り
を
し
て
、
村
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
住
ん
で
い
ら
れ
る
よ

う
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
コ
ツ
コ
ツ
議
会

活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
原
大
輔

岩
原
大
輔  

議議  

員員

　

「
掘
り
出
そ
う
、
村
の
チ
カ
ラ
」。

4
年
前
の
選
挙
で
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
り
、
私
の
活
動
の
根
本
と
な
る
言

葉
で
す
。
木
祖
村
に
は
た
く
さ
ん
の
チ

カ
ラ
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
光
が
あ
た
っ

て
い
な
い
チ
カ
ラ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
村
に
あ
る
チ
カ
ラ
を
輝
か
せ
る
活

動
を
し
ま
す
。

武
居
孝
男

武
居
孝
男  

議議  

員員

　

ユ
ネ
ス
コ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
理
解
を
強

め
、
水
木
沢
天
然
林
の
保
全
や
中
山
道

の
歴
史
を
辿
る
意
義
を
木
曽
郡
全
体
で

検
討
す
べ
き
時
期
で
あ
り
、
智
慧
と
足

を
使
っ
た
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
熟

望
い
た
し
ま
す
。

深
澤
衿
子

深
澤
衿
子  

議議  

員員

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
健
康
第

一
の
村
づ
く
り
を
提
案
し
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
村
と
な
る
よ
う
共
生
・
共
働
で

や
っ
て
い
き
ま
す
。
源
流
の
里
の
魅
力

ア
ッ
プ
促
進
と
な
る
よ
う
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

田
上
康
男

田
上
康
男  

議議  

長長
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スキー場を支えるスキー場を支える
プロ集団プロ集団
TEAM911TEAM911

仕事の向こうにお客様の笑顔があるから！
　取材に伺ったのは12月30日午後４時前。
　陽が山に落ち、辺りが薄暗くなってきた夕刻からが
彼らの出番。その日の気温や湿度、風向きなどを読み、
作業工程を練る会議から仕事が始まります。50台を
超えるスノーマシンと３台の圧雪車を操作し、ゲレン
デづくりが行われます。気象条件やスキー場の営業方
針に合わせ、稼働台数、配置場所、運転時間、放出す
る水量などを決めて作業に取りかかります。先輩の背
中をみて学び、長年の経験と技術がものを言う世界。

　TEAM911代表の
奥谷渚さん。木祖村で
生まれ育ち、夏は白菜
農家として生活をし
ています。「お客様は、
自分の時間とお金をか
けて、やぶはら高原ス
キー場に来てくれる。
そのお客様達に喜んで
もらえる。そしてまた
来てもらえる。こんな

嬉しいことはありません。」この仕事のやりがいをそ
う話す奥谷さん。家族の協力なくしてできない仕事に
メンバーの西野さんは「自分が造ったゲレンデに家族
を連れて来れることはとても嬉しい。」と話されまし
た。
　しかし、良い仕事をするにも良いものを造るにも、
技術だけでなくお金がかかるもの。多くのスキー場が

経費節減とゲレンデの
クオリティを天秤にか
けざるを得ない中、ス
キー場を経営する奥木
曽グリーンリゾート㈱
は、スキー場のメイン
商品であるゲレンデづ
くりをTEAM911に
一任しています。「仕
事を任せてもらい本当
にありがたい。その
信頼と90年の歴史を感じながら仕事に向き合ってい
る。」皆さんはインタビューの中で、信頼で成り立つ
仕事への感謝と責任の重さを何度も口にしていました。

特集1
新春特別新春特別
インタビューインタビュー

寒い冬でも、やぶはら高原スキー場は熱い！

皆さんは“やぶはらマジック”という言葉をご存知ですか。
「最高に気持ちよく滑れた！」「上手くなったような気がす
る！」「また来たい！」…やぶはら高原スキー場を訪れたス
キーヤーがまるで魔法にかかったかのように誰となく口に
してしまう言葉。そんな“やぶはらマジック”の演出者が
TEAM911（チーム911）と呼ばれる、スノーメイク＆ゲレン
デメイクのプロフェッショナル集団です。
メンバーは現在11人。彼らの仕事はスノーマシンで雪を
造り、そしてお客様が喜ぶ極上のゲレンデを造ること。
「TEAM911」の名前は、機動性と造雪能力で最強といわれる
樫山工業社製のスノーマシンKB-911からとったものです。
クリスマスや正月気分さえ味わう時間のない現場。熱い想いで
スキー場を陰で支えるTEAM911の皆さんにインタビューをし
てきました。

    What is TEAM911？What is TEAM911？

TEAM911　西野慶太さん

TEAM911代表　奥谷 渚さん

インタビューの様子

雪の山をゲレンデにする圧雪車雪の山をゲレンデにする圧雪車
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やぶはらマジックを演出するプロの仕事
　深夜。極寒の屋外作業。しかも今年は暖冬という気
象条件に翻弄される日々。スノーマシンと水と電気さ
えあれば誰でもゲレンデが造れる訳ではないと言いま
す。１クルー４名体制で行われる現場は想像以上に厳
しいものであることが分かりました。
　風速や風向きを読んでマシンをセットし、気温や湿
度で放出する水量を調整する。その気象条件が変化す
ればすぐに対応しなければなりません。
　そして次には造られた雪の山を圧雪車でゲレンデに
する作業が始まります。そこにも戦略会議で研究され
た作業手順とオペレーターの技術の裏付けがありまし
た。シーズンインすれば、毎夜圧雪車によるゲレンデ
整備が行われますが、ゲレンデの傾斜やコース幅など
も積雪量や造雪量によって計算されたものであり、た

だ単に雪面の凸凹を
整地してるだけでは
なかったのです。奥
木曽グリーンリゾー
ト㈱の古井さんも、
「TEAM911の整備技
術、しかもそれが村内
の人材であることがや
ぶはら高原スキー場の
強み」と話されまし
た。雪造りから始ま
り、経験と技術に裏付けされた毎夜の圧雪車によるゲ
レンデ整備の成果、それが“やぶはらマジック”と言
われる所以なのでしょう。

このスキー場は「木祖村みんなのもの」
　仕事の上での課題を聞くと、スノーマシン施設の老
朽化について話をしてくれました。
　降雪作業に必要な制御装置の故障や給水配管のトラ
ブルがすでに発生しており、作業効率を低下させてい
るとのことです。トラブルを解消すれば、作業効率が
アップしランニングコストを下げることができます
が、それには大きな投資が見込まれます。数億円とも
見込まれる改修費用の捻出だけでなく、スキー場の存
続やコースの縮小などにも直結する大きな課題です。
奥谷さんは、「今10年、20年先のことをしっかり話
さなければ手遅れになる。絶対にやぶはら高原スキー
場を続けたい。やぶはら高原スキー場は木祖村みんな
のものだから、どうすることがこのスキー場にとっ
て、木祖村にとっていいことなのかをみんなで考える
べき。」と話してくれました。

　少しでも早い段階でスキー場の課題を具体的に検討
する場。その必要性をインタビューを通して強く感じ
ました。

取材を終えて事務所を出ると外の気温は氷点下８度。暗闇の中に稼働するスノーマシンの照明が浮かびあがっていました。
TEAM911の皆さんは今夜もお客様の笑顔のために作業を続けていることでしょう。
村民の皆さん。今シーズンは地元のやぶはら高原スキー場に出かけてみませんか。
“やぶはらマジック”で美しく、そして滑りやすく仕上がった極上のゲレンデはきっと私たちを笑顔にしてくれるはずです。

　皆さんはスキー王国・長野県にあって『やぶはら高原スキー場』は５本の指に入る
90年の歴史を有することをご存知でしょうか。昭和のはじめ頃、豪雪地帯でもない
この地に、スキー場を造った先人達の発想と行動力に今更ながら驚かされます。
　やぶはら高原スキー場が誇れるのは、長い歴史だけではなく、スノーマシンの導入
やスノーボードの受け入れなど、時代のニーズに即した先進的な取り組みをしたス
キー場の姿勢にあります。スキー産業全体が大きく衰退する中、リフト会社を新会社
に経営統合し独立採算でスキー場経営をしてきました。各地の公設民営スタイルのス
キー場が経営難から地元自治体から多額の公的資金を受けて経営する中で、やぶはら
高原スキー場は独立採算で経営を続けてきました。それは、苦戦を続ける小規模なス
キー場の中では異彩を放つ存在であったと言っても過言ではありません。

やぶはら高原スキー場のやぶはら高原スキー場の

スゴイ話！スゴイ話！

奥木曽グリーンリゾート㈱
技術部長　古井正貴さん

スノーマシン（降雪車）



5 平成31年１月発行平成31年１月発行

●
新
た
に
建
設
予
定
の
福
祉
施
設
は
、
図
書
館
の
設
備
が
組

み
込
ま
れ
た
ら
子
育
て
世
代
も
含
め
若
い
人
が
集
ま
る
場

所
と
な
る
の
で
は
と
考
え
る
。
福
祉
、
健
康
づ
く
り
以
外

に
も
人
が
集
ま
り
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
観
光
客
対
応
も
で
き
な
い
か
。

●
近
年
外
国
人
旅
行
者
が
増
え
て
い
る
。
鳥
居
峠
越
え
の
旅

行
者
が
腰
を
か
け
て
休
む
と
こ
ろ
や
東
屋
を
設
け
る
な
ど

村
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
景
観
の
悪
い
場
所
も
あ
る
が
全
て
が

お
客
様
の
た
め
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
取
組
み
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

●
源
流
の
里
木
祖
村
ら
し
い
水
汲
み
場
が
欲
し
い
。

　

ま
ず
水
質
検
査
が
必
要
で
あ
る
。
観
光
と
な
る
水
汲
み
、

水
飲
み
場
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

●
子
ど
も
達
の
体
力
低
下
が
顕
著
で
あ
る
。
具
体
的
な
要
望

と
し
て
中
学
校
に
陸
上
部
を
創
っ
て
も
ら
い
た
い
。
王
滝

村
で
は
部
活
を
社
会
体
育
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
指
導
者

は
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
時
給
で
活
動
し
て
い
る
。
教

員
の
負
担
減
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
木
祖
村
に

は
良
い
指
導
者
が
い
る
の
で
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
。

●
個
人
の
立
ち
木
伐
採
に
つ
い
て
色
分
け
を
は
っ
き
り
し
て

ほ
し
い
。
個
人
の
も
の
と
制
度
が
使
え
る
も
の
と
の
棲
み

分
け
を
教
え
て
ほ
し
い
。

●
人
口
減
少
に
よ
り
自
治
会
役
員
の
構
成
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
ま
た
、
公
民
館
等
を
使
用
す
る
区
は
負
担
が

少
な
い
が
集
会
所
の
あ
る
区
は
負
担
が
多
い
な
ど
各
区
に

よ
っ
て
区
費
の
違
い
あ
る
。

●
村
の
中
だ
け
で
も
同
じ
よ
う
な
内
容
で
、
同
じ
よ
う
な
メ

ン
バ
ー
で
行
う
会
議
が
多
い
。
負
担
を
感
じ
て
い
る
住
民

が
多
い
は
ず
。
目
的
が
違
う
た
め
統
一
は
難
し
い
と
思
う

が
、
開
催
方
法
な
ど
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

11
月
27
・
28
・
29
日
の
3
日
間
、
村
内
３
会
場
で
議
会
む

ら
づ
く
り
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
３
日
間
合
計
で
45
名

（
小
木
曽
6
名
、
薮
原
14
名
、
菅
25
名
）
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
各
会
場
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
む
ら
づ
く
り
サ
ロ
ン
で
は
、
第
１
部
と
し
て
９
月

会
議
の
報
告
を
含
め
、
生
活
の
中
で
感
じ
る
身
近
な
疑
問
や

村
政
に
対
す
る
意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
話
す
「
フ
リ
ー

ト
ー
ク
」
を
、
第
２
部
で
は
『
来
年
4
月
に
迫
っ
た
議
員
選

挙
！
ど
う
考
え
る
議
員
の
報
酬
と
定
員
』
と
い
う
お
題
を
決

め
「
テ
ー
マ
ト
ー
ク
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

※ 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
す
べ
て
の
意
見
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特集2
議会企画議会企画

４
月
の
議
員
選
を
見
据
え
、

４
月
の
議
員
選
を
見
据
え
、  

報
酬
・
定
数
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

報
酬
・
定
数
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

議
会
む
ら
づ
く
り
サ
ロ
ン
開
催第

１
部　

フ
リ
ー
ト
ー
ク

　

…
９
月
会
議
の
議
会
報
告

　
　

身
近
な
困
り
ご
と
、
村
へ
の
提
案
な
ど

小木曽会場

薮原会場
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議
員
定
数 

住
民
：
議
員
の
選
出
区
域
が
偏
っ
て
い
る
。
薮
原
、
小
木
曽
、

菅
の
地
区
ご
と
に
選
出
で
き
な
い
か
。
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
業
種
の
人
に
出
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
。

議
会
：
木
祖
村
で
は
一
選
挙
区
と
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
、

地
区
割
は
で
き
な
い
。
様
々
な
業
界
か
ら
議
員
が
出

る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も

会
合
な
ど
の
折
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

住
民
：
現
状
の
10
人
で
い
く
べ
き
。
現
在
、
木
祖
村
は
行
政
、

議
会
、
村
民
と
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
う
。
木
曽

郡
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
で
あ
る
。

住
民
：
定
数
は
な
ぜ
10
名
な
の
か
。
思
い
切
っ
て
20
名
位
に

増
や
せ
ば
幅
広
い
意
見
が
で
る
の
で
は
な
い
か
。

議
会
：
議
員
定
数
は
村
の
条
例
で
決
め
ら
れ
て
お
り
木
祖
村

は
10
名
で
あ
る
。

第
２
部　

テ
ー
マ
ト
ー
ク

　

お
題
「
来
年
４
月
に
迫
っ
た
議
員
選
挙
！

　
　
　
　

ど
う
考
え
る
議
員
の
報
酬
と
定
員
」

 

議
員
報
酬 

住
民
：
木
祖
村
の
議
員
報
酬
は
他
町
村
と
比
較
す
る
と
ど
の

く
ら
い
差
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
規
定
は
あ
る
の
か
。

議
会
：
木
曽
郡
内
で
は
15
万
円
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
町

村
議
員
の
報
酬
は
全
国
平
均
で
21
・
3
万
円
で
あ
り
、

比
較
す
る
と
5
万
円
程
の
差
が
あ
る
。
金
額
は
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
そ
の
金
額
の
根
拠
は
な
い
。

住
民
：
議
員
は
名
誉
職
で
は
な
い
。
仕
事
し
た
分
の
報
酬
を

も
ら
う
事
は
当
然
。
若
い
人
が
や
ら
な
い
の
は
報
酬

だ
と
思
う
。
家
族
を
養
う
た
め
に
は
最
低
25
万
は
必

要
。
感
覚
的
に
報
酬
は
上
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

住
民
：
若
い
人
で
も
議
員
に
出
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
若
い
人
が
出
れ
ば
議
会
の

距
離
も
縮
ま
る
と
思
う
。

議
会
：
若
い
世
代
が
生
活
す
る
上
で
現
状
の
報
酬
で
は
立
候

補
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
様
々
な
世
代
が
議

員
を
や
る
に
は
そ
れ
相
当
の
報
酬
が
必
要
と
考
え
る
。

住
民
：
若
い
人
だ
か
ら
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
年
配

の
人
で
も
意
欲
の
あ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
。

議
会
：
幅
広
い
世
代
や
地
域
か
ら
議
員
が
出
る
こ
と
が
理
想

で
あ
る
。
議
員
報
酬
だ
け
で
解
決
す
る
問
題
で
は
な

い
が
、
誰
で
も
立
候
補
で
き
る
環
境
が
必
要
で
あ
る
。

住
民
：
若
い
人
が
立
候
補
し
て
当
選
し
た
場
合
は
手
厚
く
補

償
す
る
な
ど
検
討
し
て
も
い
い
と
思
う
。

住
民
：
議
会
だ
よ
り
で
「
議
員
に
な
ろ
う
！
」
と
特
集
を

作
っ
た
り
、
今
回
の
よ
う
な
場
で
取
り
上
げ
た
の
は

議
会
と
し
て
危
機
感
が
あ
る
か
ら
な
の
か
。

議
会
：
木
祖
村
は
、
前
回
の
議
員
選
挙
が
選
挙
戦
と
な
り
、

補
欠
選
挙
で
の
補
充
も
で
き
て
い
る
が
、
他
町
村
の

よ
う
に
い
つ
定
数
割
れ
と
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
来

注
）
平
成
23
年
に
地
方
自
治
法
の
改
正
が
あ
り
、
自
治
体
の

人
口
に
よ
る
議
員
定
数
の
上
限
は
撤
廃
さ
れ
20
名
に
す
る

こ
と
も
不
可
能
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
か
ら
報
酬
を
上
げ
る
と
い
う
話
で
は
な
い
が
、
検

討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

住
民
：
通
年
議
会
が
正
式
に
始
ま
る
と
村
民
と
の
距
離
が
縮

ま
る
。
村
民
に
情
報
を
提
供
す
る
場
が
増
え
れ
ば
報

酬
も
引
き
上
げ
る
の
は
当
然
。
時
間
の
掛
か
る
話
で

あ
る
が
、
ど
こ
で
も
議
員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
に

な
っ
て
き
て
お
り
見
直
し
を
検
討
す
る
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

住
民
：
議
員
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
。
議
員
報
酬

は
し
っ
か
り
仕
事
を
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
い

ま
の
報
酬
で
は
無
理
が
あ
る
。
議
員
が
し
っ
か
り
働

く
た
め
に
も
報
酬
は
上
げ
る
べ
き
だ
。

菅会場菅会場
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12月会議
可決案件
委員会審議

　

木
祖
村
議
会
平
成
30
年
12
月
会
議
は
、
12
月
13
日
㈭
に
再

開
さ
れ
、
条
例
改
正
２
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
補

正
予
算
３
件
の
６
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
全
案
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
12
月
20
日
㈭
に
休
会
し
ま
し
た
。

・ 半日、１日、全日使用する場合は、使用料を最大で30％減免することができる。
・ 合宿等で村内の宿泊施設を利用した場合は、使用料を最大で50％減免すること
ができる。

○
村
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

【
概
要
】

　

 

薮
原
地
区
三
角
土
場
に
建
設
さ
れ
た
村
営
住
宅
（
単
身
者

用
集
合
住
宅
）
を
「
一
里
塚
集
合
住
宅
」
と
し
て
村
営
住

宅
に
追
加
す
る
も
の
。
平
成
31
年
度
に
も
同
様
の
村
営
住

宅
が
併
設
さ
れ
る
予
定
。

【
委
員
会
審
議
】

 

問 

コ
ー
ト
使
用
料

区
分
に
ト
ッ
プ
シ
ー

ズ
ン
と
あ
る
が
具
体

的
に
ど
の
期
間
を
指

す
の
か
。

 

答 

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ

ン
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
と
お
盆
期

間
と
し
、
繁
忙
期
の

た
め
料
金
を
割
高
に

設
定
し
て
い
る
。
曖

昧
な
表
現
は
今
後
調

整
す
る
。

 

問 

使
用
料
の
減
免
が
最
大
30
〜
50
％
と
設
定
さ
れ
て
い
る

が
具
体
的
な
基
準
は
。

 

答 

条
例
で
は
減
免
の
上
限
を
設
定
し
て
い
る
。
運
用
は
指

定
管
理
者
と
協
議
し
た
上
で
詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

 

問 

午
後
10
時
ま
で
使
用
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
こ
だ

ま
の
森
の
イ
メ
ー
ジ
や
天
体
観
測
な
ど
と
の
共
存
は
で
き
る

の
か
。

 

答 

ナ
イ
タ
ー
照
明
の
上
に
光
が
拡
散
し
な
い
よ
う
笠
状
の

カ
バ
ー
を
つ
け
る
な
ど
検
討
し
て
い
る
。

■意見 

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
た
め
、
こ
だ
ま
の
森
の
キ
ャ
ン

パ
ー
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

条
例
改
正

条
例
改
正

薮
原
三
角
土
場
に
単
身
者
用
村
営
住
宅
が
完
成

薮
原
三
角
土
場
に
単
身
者
用
村
営
住
宅
が
完
成

ソサイチとは、南米発祥の７人制サッカー。コートサイズは、フット
サルコート約３面分で今回こだまの森ではソサイチコート１面が整備されました。
こだまの森ソサイチコートは公共施設としては日本で初めてのものとなります。

議会一口メモ議会一口メモ

村
営
住
宅
建
設
進
む○

こ
だ
ま
の
森
設
置
お
よ
び
管
理
等
に
関
す
る

 

条
例
の
一
部
改
正

【
概
要
】

　

 

こ
だ
ま
の
森
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
１
面
を
改
修
し
、
平
成
31

年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
人
工
芝
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
と
し

て
使
用
す
る
た
め
、
コ
ー
ト
利
用
料
や
利
用
時
間
な
ど
の

規
定
を
条
例
で
定
め
る
も
の
。

■こだまの森フットボールコート使用料 料金は1時間あたり

区分 ソサイチコート
（全面）

フットサルコート
（１面）

平日
 9：00～17：00 2,800円 1,800円
17：00～22：00 3,300円 2,100円

土日祝日
 9：00～17：00 3,500円 2,500円
17：00～22：00 4,000円 2,800円

トップシーズン
（GWおよびお盆）

 9：00～17：00 5,800円 4,800円
17：00～22：00 6,800円 5,300円

議
会
現
地
踏
査

単
身
者
用
村
営
住
宅

こだまの森フットボールコート



8木祖村議会だより 道しるべ　№163木祖村議会だより 道しるべ　№163

【
主
な
補
正
内
容
】

　

・
木
祖
小
中
学
校
空
調
設
備
工
事
委
託
料 
４
１
７
万
円

　

・
村
営
住
宅
建
設
工
事
設
計
委
託
料 
２
０
０
万
円

　

・
産
婦
健
診
お
よ
び
産
後
ケ
ア
事
業
委
託
料 
34
万
円

【
委
員
会
審
議
】

 

問 

今
年
度
完
成
し
た
単
身
者
用
村
営
住
宅
と
新
設
予
定
の

村
営
住
宅
は
同
等
の
も
の
で
あ
る
の
に
な
ぜ
高
額
な
設
計
費

用
が
発
生
す
る
の
か
。

 

答 

同
様
の
建
物
で
は
あ
る
が
、
随
契
と
し
て
類
似
軽
減
率

な
ど
に
よ
り
、
半
額
以
下
の
金
額
と
し
て
い
る
。

■意見 

発
注
方
法
や
交
渉
で
減
額
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
対

応
を
お
願
い
し
た
い
。

 

問 

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
費
の
減
額
理
由
は
。

 

答 

カ
モ
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
が
、
当
初
計
画
よ
り
7
頭
分
減

少
し
た
た
め
。

 

問 

木
祖
小
中
学
校
空
調
設
備
工
事
設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

設
計
費
が
一
般
財
源
と
な
っ
て
い
る
が
国
補
助
制
度
で
は
な

い
の
か
。

 

答 

設
計
費
も
補
助
対
象
で
あ
る
。
交
付
額
に
影
響
が
な
い

た
め
設
計
費
を
一
般
財
源
で
計
上
し
て
い
る
。

 

問 

夏
場
は
小
中
学
校
よ
り
と
ち
の
み
保
育
園
の
方
が
稼
働

率
が
高
い
た
め
、
導
入
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

 

答 

保
育
園
は
来
年
度
の
当
初
予
算
で
設
計
・
工
事
費
を
ま

○ 

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜
勤
交
代
制
労
働

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

○
平
成
30
年
度
木
祖
村
連
合
自
治
会　

陳
情
書

 

（
自
治
会
要
望
）

　

新
規
要
望
67
箇
所　

継
続
要
望
１
１
７
箇
所

○
新
防
衛
大
綱
閣
議
決
定
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

【
施
設
名
】

　

木
祖
村
農
林
水
産
物
直
売
所
・
食
材
提
供
供
給
施
設

　

（
道
の
駅 

木
曽
川
源
流
の
里
き
そ
む
ら
）

【
指
定
管
理
者
お
よ
び
代
表
者
】

　

株
式
会
社　

源　
　
　

代
表
取
締
役　

永
原
二
郎

【
指
定
期
間
】（
5
年
間
）

　

２
０
１
９
年
4
月
1
日
〜
２
０
２
４
年
3
月
31
日

補
正
予
算
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

補
正
予
算
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
）

陳
情
・
請
願
・
意
見
書
提
出

陳
情
・
請
願
・
意
見
書
提
出

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア
で

産
婦
健
診
・
産
後
ケ
ア
で

プ
レ
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
強
化

プ
レ
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
強
化

12
月
18
日
、
政
府
は
新
防
衛
大
綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

計
画
内
容
は
、
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
「
い
ず
も
・
か
が
」

の
攻
撃
型
空
母
化
や
最
新
鋭
の
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
の
調
達
な

ど
多
く
の
国
民
ま
た
は
周
辺
諸
国
を
不
安
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
木
祖
村
議
会
で
は
12
月
会
議
最
終
日
（
12
月
20
日
）
に

急
遽
議
案
を
追
加
し
、
新
防
衛
大
綱
閣
議
決
定
撤
回
を
求
め

る
意
見
書
を
審
議
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
一
口
メ
モ

議
会
一
口
メ
モ

と
ち
の
み
保
育
園
・
木
祖
小
中
学
校
に
空
調
設
備
設
置
へ

と
め
て
計
上
し
、
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

問 

産
婦
健
診
、
産
後
ケ
ア
事
業
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る

が
利
用
料
の
助
成
な
ど
村
独
自
の
制
度
を
導
入
で
き
な
い
か
。

 

答 

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
新
年
度
の
予
算
編
成
で
検

討
し
た
い
。

 

問 

塩
沢
伏
流
水
化
工
事
の
増
額
補
正
の
理
由
は
。

 

答 

当
初
予
算
で
考
え
て
い
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

除
去
工
事
が
発
生
し
た
た
め
。

 
問 

塩
沢
伏
流
水
化
工
事
の
進
捗
状
況
お
よ
び
供
給
開
始
の

時
期
は
。

 
答 
平
成
31
年
度
内
に
完
了
し
、
新
年
度
よ
り
供
給
開
始
で

き
る
予
定
で
あ
る
。

道
の
駅
指
定
管
理
者
に
㈱
源

道
の
駅
指
定
管
理
者
に
㈱
源

建
設
予
定
の
加
工
施
設
と

建
設
予
定
の
加
工
施
設
と  

  

一
体
的
運
営
へ

一
体
的
運
営
へ

議会現地踏査　塩沢伏流水化工事議会現地踏査　塩沢伏流水化工事
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問 

当
村
に
は
祭
り
、
民
謡
な
ど
伝
統
文
化

の
継
承
に
力
を
入
れ
て
い
る
団
体
が
あ
る
が
、

補
助
、
支
援
は
し
て
い
る
か
。

教
育
次
長 

県
無
形
文
化
財
の
お
六
櫛
技
法

伝
承
に
補
助
金
が
出
て
い
る
。
そ
の
他
は
地

域
づ
く
り
活
性
化
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る

団
体
が
多
い
。

問 

農
産
物
生
産
加
工
団
体
へ
の
補
助
は
あ

る
か
。

農
林
課
長 

農
業
関
係
5
団
体
へ
の
補
助
金

は
出
し
て
い
る
。
特
産
品
加
工
団
体
へ
は
、

講
演
会
、
講
習
会
の
経
費
の
一
部
を
負
担
す

る
な
ど
支
援
し
て
い
る
。

■意見 

運
営
が
健
全
な
団
体
へ
は
多
少
な
り

と
も
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

問 

木
祖
村
全
体
の
地
域
文
化
の
伝
承
の
た

め
に
、
中
学
校
の
総
合
の
時
間
に
高
齢
者
の

協
力
を
取
入
れ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育

て
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
的
な
も
の
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長 
「
お
お
と
り
の
時
間
」
に
お
い
て

学
校
側
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
組
織
を
使
っ
て
住
民
講
師
の
要

請
は
し
て
い
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て

は
大
切
。
検
討
す
る
。

問 

小
学
校
へ
の
英
語
が
教
科
化
さ
れ
、
い

ず
れ
普
通
科
目
同
様
に
成
績
が
つ
け
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
応
し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
は
考
え
て

い
る
か
。
保
育
園
へ
の
派
遣
は
。
ま
た
パ
ソ

コ
ン
は
足
り
て
い
る
か
。

教
育
長 

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
は
し
な
い
。
パ
ソ

コ
ン
は
40
台
あ
り
、
一
学
級
分
は
足
り
て
い

る
。

住
民
福
祉
課
長 

幼
少
期
よ
り
異
文
化
を
体

験
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

問 

将
来
を
見
据
え
た
村
づ
く
り
と
し
て
、

こ
こ
に
住
む
、
こ
こ
を
訪
れ
る
必
然
性
の
あ

る
地
元
な
ら
で
は
の
文
化
圏
創
成
の
考
え
は

あ
る
か
。

村
長 

私
の
公
約
に
付
随
す
る
。
景
観
や
山
、

道
の
整
備
等
支
援
は
し
て
い
る
。
引
き
続
き

村
民
と
と
も
に
や
っ
て
い
く
。

問 

職
員
の
人
事
評
価
は
適
正
に
機
能
し
て

い
る
か
。
広
域
連
合
職
員
の
評
価
の
担
当
は
。

村
長 

職
員
は
制
度
に
従
い
や
っ
て
い
る
。

広
域
は
最
終
評
価
は
連
合
長
で
あ
る
が
、
ど

ち
ら
も
問
題
が
あ
れ
ば
、
適
正
に
指
導
し
て

い
く
。

伝
統
文
化
継
承
団
体
へ
の
支
援
は

し
て
い
る
か

答
活
用
で
き
る
補
助
金
で
支
援
し
て
い
る

田上芳朗 議員
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丸山徹三 議員

問 

東
日
本
大
震
災
以
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
重
要
性
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
考
え
を
お
聞
き
す

る
。

村
長 

村
に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
、

外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
必
要
で

あ
る
。
木
祖
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
け
入
れ
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
村
は
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感
謝
し
て
い
る
。

問 

健
康
寿
命
延
伸
を
公
約
に
掲
げ
た
村
長

の
政
策
で
村
民
の
健
康
意
識
を
高
め
る
の
が

目
的
だ
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
対
す
る
村
民
の

関
心
や
成
果
を
お
聞
き
す
る
。

調
整
幹 

実
績
に
つ
い
て
は
、
30
ポ
イ
ン
ト

を
獲
得
し
た
方
も
い
る
。
村
民
の
声
と
し
て

「
村
は
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
始
め
た
ね
」
な

ど
笑
顔
と
喜
び
の
声
が
届
い
て
い
て
、
健
康

づ
く
り
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。

問 

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
同
様
な
環
境
整

備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
始
め
た

ら
い
か
が
か
。

住
民
福
祉
課
長 

環
境
整
備
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
、
村
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
を

促
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
い
う
側

面
か
ら
導
入
に
よ
る
効
果
は
期
待
で
き
る
と

思
う
。
美
し
い
源
流
の
里
木
祖
村
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要

性
は
益
々
高
ま
っ
て
来
て
い
る
。
ど
う
あ
る

べ
き
か
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■意見 

村
の
人
口
か
ら
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
従
事
す
る
人
は
、
そ
れ
程
多
く
の
人
数
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
経
費
も
多
額
に
は

な
ら
な
い
。
事
業
化
に
向
け
是
非
前
向
き
な

検
討
を
お
願
い
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

答
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
お
り
、

慎
重
に
検
討
し
た
い

深澤衿子 議員

問 

昨
年
の
看
板
等
の
規
制
に
よ
り
村
内
の

動
き
は
。

商
工
観
光
課
長 

10
月
施
行
後
、
行
政
懇
談

会
に
お
い
て
説
明
し
た
後
、
相
談
・
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
指
導
し
た
経
過
は
あ
る
。
施

行
者
、
事
業
者
へ
は
今
後
も
周
知
す
る
。

問 

村
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
村
内
統
一
さ

れ
た
案
内
板
な
ど
に
替
え
て
い
く
方
針
は
。

商
工
観
光
課
長 

村
内
は
広
域
の
公
共
サ
イ

ン
を
主
と
し
て
お
り
、
企
業
・
事
業
者
等
と

合
わ
せ
る
こ
と
は
困
難
。
県
の
景
観
条
例
に

よ
り
、
村
内
は
規
制
は
あ
る
。
菅
地
区
の
様

に
各
地
区
ご
と
に
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
事

と
考
え
る
。

問 

村
に
と
っ
て
基
幹
産
業
の
ス
キ
ー
場
入

り
口
に
「
よ
う
こ
そ　

や
ぶ
は
ら
高
原
ス

キ
ー
場
へ
」
の
看
板
を
、
も
ち
ろ
ん
ス
キ
ー

場
組
合
の
考
え
も
あ
る
が
設
置
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長 

ス
キ
ー
場
も
観
光
施
設
と

し
て
公
共
サ
イ
ン
を
使
い
や
っ
て
い
る
。
魅

力
ア
ッ
プ
検
討
会
に
お
い
て
も
考
え
て
い
く
。

問 

以
前
青
峰
高
校
が
作
製
し
た
ス
キ
ー
場

の
看
板
を
そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
物
に
替
え
る
こ

と
は
。

商
工
観
光
課
長 

高
校
イ
ン
テ
リ
ア
科
生
徒

が
県
補
助
金
で
作
製
し
、
奥
木
曽
リ
ゾ
ー
ト

が
出
資
し
て
設
置
し
た
も
の
。
薮
原
と
入
り

口
付
近
は
撤
去
し
、
菅
線
に
4
基
あ
る
が
ま

だ
使
え
る
。
老
朽
化
し
た
時
は
会
社
と
検
討

す
る
。■意見 

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
芸
術
的
セ

ン
ス
の
村
独
自
の
看
板
に
し
て
い
く
こ
と
も

提
案
し
た
い
。 

◦
景
観
計
画
の
中
に
あ
る
紙
芝
居
看
板
に
、

村
の
28
編
も
の
民
話
が
あ
る
の
で
、
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
い
く
こ
と
を
す
す
め

て
い
か
れ
る
よ
う
提
案
す
る
。

村
独
自
の
景
観
を
考
え
る
と

答
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
景
観
を
考
え
て
い
く
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問 

情
報
が
溢
れ
る
現
代
、
膨
大
な
情
報
を

取
り
扱
う
行
政
と
し
て
、
住
民
へ
の
的
確
な

情
報
発
信
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

総
務
課
長 

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

主
に
隣
組
回
覧
や
広
報
き
そ
、
音
声
告
知
端

末
で
住
民
は
情
報
を
取
得
し
て
い
る
。
担
当

職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
文
字
の
大
き
さ
や
言
葉
の

表
現
な
ど
常
に
伝
わ
り
や
す
い
情
報
発
信
を

心
が
け
て
い
る
。
複
数
の
媒
体
を
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
発
信
方
法
も
工
夫
し
て
い
る
。

問 

村
外
へ
の
情
報
発
信
は
よ
り
戦
略
的
な

取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
は
そ
の
活
用
・
発
信
方
法
を
ど
う
考

え
る
か
。

総
務
課
長 

す
べ
て
の
職
員
が
関
わ
り

「
チ
ー
ム
木
祖
村
役
場
」
と
し
て
様
々
な
情

報
を
村
内
外
に
発
信
で
き
れ
ば
い
い
が
、
ま

ず
は
総
務
課
で
各
課
の
情
報
を
集
約
し
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
発
信
は
強
化
し
て
い
く
。

問 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
使
用
さ
れ
て
い
る
画
像
に
は
古
い
も
の
が

目
立
つ
。
木
祖
村
の
観
光
地
を
象
徴
し
、
Ｐ

Ｒ
効
果
の
高
い
写
真
撮
影
を
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ

ン
に
依
頼
し
、
情
報
発
信
強
化
に
つ
な
げ
ら

れ
な
い
か
。

総
務
課
長 

費
用
面
や
観
光
地
の
状
況
変
化

な
ど
も
あ
る
た
め
検
討
課
題
と
し
た
い
。
総

合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
村
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
に

あ
た
り
プ
ロ
が
撮
影
し
た
写
真
・
画
像
は
村

で
も
使
用
で
き
る
た
め
効
率
よ
く
活
用
し
て

い
き
た
い
。

問 

木
祖
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
非
常
に
閲

覧
し
づ
ら
く
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
移
住
・
定
住
施
策
を
進
め
る
中
で
は

極
め
て
重
要
な
情
報
発
信
媒
体
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長 

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
国
の

全
額
補
助
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
費
用

面
か
ら
も
使
い
や
す
さ
か
ら
も
シ
ス
テ
ム
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る

た
め
、
情
報
の
整
理
な
ど
見
や
す
さ
は
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
。

目
的
を
明
確
に
し
、

よ
り
丁
寧
か
つ
戦
略
的
な
情
報
発
信
を

答
伝
わ
り
や
す
い
情
報
発
信
を
心
が
け
て
い
く

岩原大輔 議員

問 

「
源
流
の
里
」
木
祖
村
に
大
規
模
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
が
増
え
る
こ
と
は
景
観
上

よ
く
な
い
。

住
民
福
祉
課
長 

近
年
、
開
発
が
急
速
に
進

む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
で
す
が
、

平
成
24
年
度
に
国
が
導
入
し
た
電
力
の
固
定

価
格
買
取
制
度
に
よ
り
、
投
資
家
も
巻
き
込

ん
だ
形
で
猛
烈
な
勢
い
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

村
は
無
秩
序
な
開
発
か
ら
地
域
を
守
る
必

要
性
を
強
く
認
識
し
、
今
年
3
月
「
木
祖
村

自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

た
。 

　

条
例
制
定
以
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
事
業
の
相
談
が
4
ケ
所
あ
り
、
3
ケ
所

は
抑
制
区
域
に
該
当
し
て
い
た
の
で
、
事
業

を
断
念
し
、
1
件
は
条
例
に
基
づ
き
住
民
説

明
会
を
開
き
理
解
を
得
て
現
在
工
事
中
。

問 

条
例
の
景
観
保
全
の
た
め
政
策
的
抑
制

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
は
、
県
の
郷

土
関
係
保
全
地
域
指
定
の
鳥
居
峠
と
、「
き

さ
ら
ぎ
の
里
」
景
観
形
成
住
民
協
定
が
結
ば

れ
て
い
る
菅
地
区
の
2
ケ
所
で
あ
る
が
抑
制

区
域
を
増
や
す
べ
き
。 

　

住
民
説
明
会
で
地
主
の
近
隣
の
住
民
は
反

対
し
に
く
い
。

住
民
福
祉
課
長 

今
後
木
祖
村
の
あ
ち
こ
ち

で
事
業
が
展
開
さ
れ
る
と
、
景
観
が
一
変
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
と
、
不
安
の

声
も
あ
り
条
例
に
定
め
る
「
審
議
会
」
を
立

ち
上
げ
7
人
の
方
に
委
嘱
し
新
た
な
抑
制
区

域
の
必
要
性
に
つ
い
て
を
諮
問
事
項
と
し
た
。

設
置
後
の
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
ぬ
よ
う
新
た
に

「
発
電
事
業
計
画
区
域
が
木
曽
川
源
流
の
里

と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
地
域
」
を
加
え
る

こ
と
を
答
申
案
と
し
て
提
案
し
た
い
。 

　

抽
象
的
な
地
域
と
し
た
背
景
に
は
木
曽
川

源
流
の
里
と
し
て
上
下
流
交
流
を
始
め
と
し

た
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

訪
れ
る
人
、
住
ん
で
い
る
人
も
「
源
流
の

里
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
考
え
、
村
内
の

何
処
で
あ
ろ
う
と
も
今
後
申
請
の
計
画
に
つ

い
て
審
査
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

太
陽
光
発
電
事
業
の

対
策
に
つ
い
て

答
条
例
の
抑
制
区
域
に
「
木
曽
川
源
流
の
里
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
地
域
」
を
加
え
た
い

栗屋正一 議員
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明日の木祖村のために

あ
な
た
も
い
つ
の
日
か
村
会
議
員
に

「村会議員」になろう!!
　このシリーズも最終回となりました。
　いよいよ今年の４月には村会議員選挙があります。選挙終盤での決まり文句に
「最後のお願い」というのがあります。選挙に当たって、選ぶ側にも選ばれる側
にも、議会の役割りや議員の仕事を分かっていただくことがとても大切だという
ことがシリーズを始めた理由のひとつです。いつの日か議員を志してもらえない
かという想いを込めて、このシリーズ“最後のお願い”です。
　シリーズ最後は選挙までの具体的な手続きや流れについて、あくまでも参考例
ですがお話ししたいと思います。

シリーズ
その４

決
意
そ
し
て
立
候
補
、
選
挙
ま
で
の
流
れ

　

実
際
の
立
候
補
手
続
き
や
選
挙
運
動
は
告
示
の
日
か
ら
始

ま
り
、
選
挙
運
動
は
こ
の
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
。
告
示
日
の

指
定
さ
れ
た
時
間
内
に
選
挙
管
理
委
員
会
（
こ
の
あ
と
は
簡

略
化
し
て
「
選
管
」
と
呼
び
ま
す
）
の
指
定
し
た
書
式
で
届

け
出
を
し
な
い
と
立
候
補
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
書
類
の
不
備
な
ど
で
立
候
補
で
き
な
く
な
る
事
態
を

避
け
る
た
め
に
、
選
管
で
は
立
候
補
予
定
者
の
た
め
に
、
必

要
な
書
類
を
用
意
す
る
な
ど
し
て
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
そ

し
て
告
示
前
に
書
類
に
誤
り
が
無
い
か
の
点
検
（
事
前
審

査
）
を
し
て
く
れ
ま
す
。
説
明
会
も
事
前
審
査
も
出
席
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立
候
補
の
た
め
の
書
類
は
必
ず
も
ら

う
必
要
が
あ
り
、
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
選
挙
運
動
の
ス

タ
ー
ト
に
遅
れ
を
と
っ
た
り
最
悪
の
場
合
は
立
候
補
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
事
態
も
あ
る
の
で
、
代
理
で
も
良
い
の
で

説
明
会
と
事
前
審
査
に
は
必
ず
出
席
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ま
で
が
選
挙
の
準
備
期
間
で
す
。
あ
く
ま
で
も
準
備

の
期
間
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
告
示
日
前

に
、
投
票
の
依
頼
や
投
票
を
促
す
よ
う
な
行
動
を
起
こ
す
と
、

禁
止
さ
れ
て
い
る
事
前
運
動
と
見
な
さ
れ
処
罰
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

立
候
補
の
届
け
が
正
式
に
受
理
さ
れ
た
時
、
そ
こ
か
ら
が

村
会
議
員
選
挙
の
始
ま
り
で
す
。
候
補
者
と
な
っ
て
、
投
票

日
前
日
ま
で
の
選
挙
戦
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
運
動
は
そ
の
気
に
な
れ
ば
一
人
で
も
で
き
ま
す
が
、

告
示
日
は
お
手
伝
い
や
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
け
れ
ば

大
変
な
も
の
で
す
。
村
中
の
掲
示
板
に
ポ
ス
タ
ー
を
張
っ
た

り
、
選
挙
は
が
き
を
書
く
作
業
も
一
人
で
は
大
変
な
作
業
で

す
。

　

選
挙
に
必
要
な
タ
ス
キ
や
街
頭
演
説
な
ど
に
必
要
な
表
示

物
の
ほ
と
ん
ど
は
選
管
で
用
意
し
て
く
れ
た
も
の
を
使
い
ま

す
。
自
分
で
用
意
す
る
も
の
は
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
と
遊
説
用

の
拡
声
器
・
自
動
車
（
使
わ
な
い
人
も
い
ま
す
）、
そ
れ
に

お
決
ま
り
の
白
い
手
袋
で
し
ょ
う
か
。
お
金
を
か
け
な
い
選

挙
を
目
指
す
な
ら
、
ポ
ス
タ
ー
を
手
作
り
し
た
り
、
村
内
を

歩
い
た
り
自
転
車
で
移
動
し
な
が
ら
遊
説
す
る
こ
と
も
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
い
か
に
し
て
自
分
に
投
票
し
て
も
ら
う

か
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
投
票
を
お
願
い
す

る
選
挙
運
動
に
は
数
々
の
決
ま
り
ご
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
守
ら
な
い
と
沢
山
の
票
を
集
め
て
も
当
選
が
無
効
に
な
る

ば
か
り
か
、
法
律
に
よ
る
処
罰
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

候
補
者
は
も
ち
ろ
ん
応
援
す
る
人
も
注
意
が
必
要
で
す
。
決
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ま
り
ご
と
に
つ
い
て
は
、
選
管
で
用
意
し
て
く
れ
る
手
引
き

に
す
べ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
選
管
に

問
い
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ま
た
、
選
挙
に
お
金
を
使
う
に
は
出
納
責
任
者
（
候
補
者

本
人
も
可
）
を
置
い
て
、
選
挙
費
用
の
報
告
を
し
た
り
（
難

し
い
書
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）、
選
挙
用
の
は
が
き
を
書
い

た
り
、
選
挙
事
務
所
（
自
宅
で
も
可
）
を
決
め
た
り
、
普
段

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
手
続
き

に
関
し
て
は
選
管
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
の
経
験

が
あ
る
人
が
身
近
に
い
な
い
場
合
は
、
選
管
の
説
明
を
よ
く

聴
い
て
、
で
き
る
こ
と
は
早
め
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
何
よ

り
一
緒
に
選
挙
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
（
家
族
で
も
可
）
を

探
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

さ
あ
選
挙
戦
！
戦
い
方
は
ひ
と
そ
れ
ぞ
れ

　

告
示
の
朝
、
選
管
へ
の
立
候
補
届
け
出
が
済
む
と
選
挙
戦

の
始
ま
り
で
す
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
段
階
で
自
分
に
投
票
し
て
く
れ
そ

う
な
人
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
見
通
し
が
で
き
て
い
る
人
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
投
票
の
依
頼
が
正
面
切
っ
て
で
き

る
の
は
こ
の
日
か
ら
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
候
補
者
は
、
選
挙
事
務
所
（
自
宅
）
前
の
第

一
声
か
ら
選
挙
運
動
が
始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る

景
気
づ
け
と
い
う
も
の
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
派
手
な
行
動
は

好
き
で
な
い
と
い
う
方
は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
方

に
お
礼
の
ご
挨
拶
を
す
る
程
度
で
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

選
挙
戦
の
基
本
は
、
遊
説
に
よ
る
投
票
依
頼
、
電
話
に
よ

る
投
票
依
頼
、
選
挙
は
が
き
に
よ
る
投
票
依
頼
な
ど
で
す
が
、

や
み
く
も
に
走
り
回
る
だ
け
で
票
が
獲
得
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
先
ず
、
親
類
、
友
人
知
人
な
ど
得
票
が
見
込

め
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
も
作
戦
の
一

つ
で
し
ょ
う
。
当
選
す
る
た
め
に
何
票
必
要
か
く
ら
い
は
、

し
っ
か
り
と
計
算
し
て
、
当
選
ラ
イ
ン
ま
で
票
を
積
み
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

選
管
に
は
選
挙
権
の
あ
る
人
の
名
前
が
全
て
書
か
れ
た
選

挙
人
名
簿
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
票
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
時
や
選
挙
は
が
き
を
出
す
時
な
ど

に
は
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
名
簿
は
コ

ピ
ー
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
持
ち
出
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
必
要
な
部
分
を
書
き
写
す
な
ど
手
間
が
か

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
告
示
日
か
ら
選
挙
後
5
日
間
は
閲
覧

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
必
要
な
方
は
早
め
の

閲
覧
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

当
選
ラ
イ
ン
は
、
た
と
え
ば
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
る
人

が
１
８
０
０
人
だ
と
仮
定
す
る
と
、
過
去
の
例
か
ら
投
票
率

は
80
〜
90
％
く
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
当
選
が
確
実

な
ラ
イ
ン
は
１
４
０
票
か
ら
１
６
０
票
あ
た
り
に
な
る
と
想

像
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
当
選
ラ
イ
ン
は
、
立
候
補
し

た
人
の
人
数
や
大
量
得
票
し
た
人
が
い
る
場
合
な
ど
で
、
微

妙
に
下
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
こ
れ
は
参
考
数
値
で
当

選
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

ち
な
み
に
前
回
選
挙
で
は
、
定
数
10
に
対
し
て
13
人
が
立

候
補
し
、
最
高
得
票
は
３
２
９
票
、
最
下
位
当
選
の
得
票
は

１
２
７
票
で
し
た
。

最
後
の
お
願
い

　

前
回
選
挙
は
激
し
い
選
挙
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

前
に
つ
い
て
は
長
い
こ
と
無
投
票
の
選
挙
が
続
き
ま
し
た
。

選
挙
と
な
れ
ば
当
選
ラ
イ
ン
の
票
を
確
実
に
集
め
る
の
は
正

直
い
っ
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
度
の
選
挙
が
ど
ん
な
選
挙
に
な
る
の
か
全
く
予
測
で
き

ま
せ
ん
が
、
分
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
日
の
村
づ
く
り
に

議
会
の
役
割
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
そ
の
役
割
が

し
っ
か
り
果
た
せ
る
議
員
が
選
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
職
種
の
方
、
様
々
な
年
代
の
方
、

様
々
な
考
え
や
経
験
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
に
手
を
挙
げ
て
も
ら
い
、
真
に
木
祖
村
の
将
来
に
必

要
な
人
材
を
皆
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
う
選
挙
と
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

国
で
は
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
の
現
状
を
な
ん
と
か
し

よ
う
と
調
査
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

選
挙
が
で
き
る
よ
う
法
律
が
見
直
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
地
域
に

真
に
必
要
な
議
会
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、

国
の
対
応
は
も
う
少
し
先
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
最
後
の
お
願
い
で
す
。
明
日
の
木
祖
村
の
た
め
に
、

村
会
議
員
に
立
候
補
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
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新春街角インタビュー
「新しい年を迎えて、一言 ! ! 」

安原 文祥さん・瞳さん
役 場 職 員 と は 違
う 形 で 木 祖 村 に
貢 献 し た く、 カ
フェ＆缶づめバル
「WAKU↑WAKU」
を始めました。会
議・パーティー等多
目的な利用を含め、誰もが気軽に集まれる場所と
なるよう70種類の缶づめを用意し皆さんのお越
しをお待ちしています。

藤井 純子さん
私は大阪府堺市出身、昨年ま
で京都で生活をしていました
が結婚し木祖村にやってきま
した。今までイタリア料理の
シェフとソムリエの仕事をし
ていたので、将来高原野菜やジビエ・地元の食材を
使ったお仕事ができたら良いなと思っています。

市川 凌大さん
昨年の県中学校陸上競技大会
100ｍ走決勝は11秒21のタ
イムで４位でしたが、設定タ
イムに１秒足りず全国大会を
逃し悔しい思いをしました。

新たなステージでインターハイ出場を目標に、今ま
で支えてくれた家族のためにも頑張ります。

宮川 美代子さん
年が明けて運気が上がってきて
いる感じがします。自分らしさ
を大切にして、新しいことにも
チャレンジしたい。できれば、
ものづくりのようなこともして
みたいと思っています。

田下　剛さん
木曽町日義に「阿羅屋」を開
店させ２年目になりました。
ソバはもちろん、とんかつ定
食も好評です。皆さんのご来
店をお待ちしています。

古畑 雄介さん・恵理さん
たくさんの方に協力していただき、昨年５月に
「LEGO」をオープンすることができました。いま
木祖村に出店して本
当によかったと思っ
ています。今度は私
たちが恩返しする番。
若いチカラで木祖村
を盛り上げていきた
いです。

田中 寛幸さん
今年は弁天様の周りをみんなの
力を借りて綺麗にしたい。木祖
村観光協会では縁結神社の担当
をしているので、沢山の人に来
てもらって良いご縁が沢山でき
るようにがんばります。

むらびと大図鑑むらびと大図鑑
元気発見！


